スタートアップ様式３記載例・注意事項

様式１と完全に一致させること


事業計画書（令和４年度）・事業の準備から経費の支払いまでの期間を月単位で記載
・始期は５月以降、終期は１月まで
・理由なく事業期間を長く記載しないこと

	事業名
	ふるさと昔ばなし事業

	目的
	本事業においては主に子育て世代を対象に地域の歴史や暮らしの変遷を語り継いでいく取組を実施することで、ふるさと意識や地域の連帯感を高めることが目的である。

	事業期間
	令和６年5月　～　令和６年9月

	具体的な
事業内容
（いつ・どこで・対象者・参加者数・参加費・事業の周知方法等）
	　本会の主催により札幌市○区の歴史や地域を開拓して現在のまちづくりの基礎を作った人たちの取り組みやその当時の様子を今後の世代に伝え、まちづくりの大切さ、ふるさと意識の醸成を図る事業である。
事業内容
「ふるさと講座」
実施日：○○年○月○日、○日、○日、参加費：各300円
かつての地域のまちづくりを体験してきた人たちを講師に招き、世代を超えて今後の地域のまちづくりを考えるセミナー、グループワークを開催する。・事業内容を知らない方に説明する資料として、具体的かつ詳細に記載してください。
「6W2H」を意識
「who：誰が」「what：何を」「when：いつ」「where：どこで」「why：なぜ」「how：どうやって」

・1ページに収まらなくても構いません。また、別紙を添付いただいても構いません。

・参加費の徴収有無については、事業収益に関係するため、必ず記載して下さい。

■第１回「○区○○地区」　場所：○○地区センター　
講師：○○　○○氏　○○中学校教諭
日時：○○年○○月○○日　10：00～12：00
■第２回「○区□□地区」　場所：□□中央会館
講師：□□　□□氏　□□地区まちづくり協議会代表
日時：○○年○○月○○日　11：00～12：00
■第３回「○区△△地区」　場所：△△コミュニティセンター　
講師：△△　△△氏　△△大学社会福祉学部講師
日時：□□年○○月○○日　10：00～12：00
「○区ふるさとアーカイブ編纂」
これまで行なってきた「ふるさと講座」や会員の研究調査の結果を編纂する。文書や画像についてはデータとして集積し、今後のまちづくり活動の基礎資料として活用できるよう整備する。成果品は○○中学校で収蔵。

	期待される効果
	地域の歴史について、保存し今後の世代に伝承していくことで、今後の○区のまちづくり活動の基礎づくりになると共に、地域への関心が喚起される効果が期待される。





	さぽーとほっと基金による過去の助成実績
	□
	過去にさぽーとほっと基金の助成を受けたことがある

	
	さぽーとほっと基金を活用して過去に今回の申請事業と同一の事業を実施した
※　　回目

	
	事業名
	

	
	助成額
	円
	事業実施時期（○年度）
	年度同一事業を実施した回数を記載してください。


	
	過去に実施した事業と比べてレベルアップした点について過去、さぽーとほっと基金の助成を受けたことのある団体は、チェックを付ける（初申請団体は空欄）


	
	今回申請する事業が、過去に実施した事業の結果を踏まえて、どのような変更や工夫をしたかについて詳しく記載してください。


	









	
	さぽーとほっと基金を活用して過去に今回の申請事業と別の事業を実施した

	
	事業名
	

	
	助成額
	円
	事業実施時期（〇年度）
	年度

	
	過去の事業との相違点など

	
	














※記載欄が不足する場合など、この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができます
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